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東北大学と岡山大学の共同研究成果プレスリリースです

＜発表のポイント＞
・セレベスメダカを背景が暗い環境で集団飼育すると、一部の個体の尾ビレで黒色模様が確認さ
れました。黒色模様を持つオスは攻撃性が高く、黒色模様を持たないオスやメスから攻撃されに
くくなりました。
・背景が明るい環境下では黒色模様を持つオスが消失し、集団内での攻撃行動も生じないことか
ら、セレベスメダカは環境に応じて黒色模様を威嚇シグナルとして用いることが判明しました。
・将来的に、体色変化を介した背景へのカモフラージュ能力がコミュニケーション手段として進
化したプロセスの解明が期待されます。

◆概 要
カメレオンやタコなどの動物種の中には体色を変化させて背景環境にカモフラージュする能力を
持つだけでなく、この体色変化を求愛や威嚇などのコミュニケーションに用いている種がいます
。このコミュニケーション手段としての体色変化は、背景へのカモフラージュとして機能してい
た体色変化が進化の過程で「転用」されたものだと考えられています。しかしながら、この進化
プロセスを研究するための適切な実験モデルは限られていました。

東北大学大学院生命科学研究科の上田龍太郎氏（博士前期課程学生）と竹内秀明教授、岡山大学
学術研究院環境生命自然科学学域（理学部附属臨海実験所）の安齋賢教授の研究グループは、メ
ダカの一種、セレベスメダカの体色変化が、環境に応じてカモフラージュとコミュニケーション
手段の二つの機能を果たすことを明らかにしました。

また、セレベスメダカにおいてはカモフラージュの体色変化がコミュニケーション手段として「
転用」されたことが示唆されました。

本研究成果は2024年7月24日  に学術誌Biology Lettersに掲載されました。
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国立大学法人岡山大学は、国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」を支援しています。また、政
府の第1回「ジャパンSDGsアワード」特別賞を受賞しています。地域中核・特色ある研究大学とし
て共育共創を進める岡山大学にご期待ください

岡山大学 文部科学省「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-

https://doi.org/10.1098/rsbl.2024.0159
https://royalsocietypublishing.org/doi/10.1098/rsbl.2024.0159
https://www.okayama-u.ac.jp/up_load_files/press_r6/press20240726-1.pdf
https://www.google.co.jp/maps?q=%E5%B2%A1%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E5%B2%A1%E5%B1%B1%E5%B8%82%E5%8C%97%E5%8C%BA%E6%B4%A5%E5%B3%B6%E4%B8%AD1-1-1
https://www.orsd.okayama-u.ac.jp/


PEAKS）」に採択～地域と地球の未来を共創し、世界の革新の中核となる研究大学：岡山大学の実
現を加速とともに世界に誇れる我が国の研究大学の山脈を築く～
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001935.000072793.html

Generated by ぷれりり・プレスリリース
https://www.prerele.com

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001935.000072793.html
https://www.prerele.com

